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考
え
よ
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と 

商
工
会
と
エ
ナ
ジ
ー
ト
ー
ク
二
十
一
の
主
催
に
よ
る
「
暮
ら
し
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
つ
い
て
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

                        

 

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
に
つ
い
て
」

の
講
演
会
が
十
一
月
六
日
、
北
海
道

大
学
の
住
吉
孝
教
授
を
講
師
に
迎
え

「
考
え
て
み
よ
う
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

こ
と
」
と
題
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

講
演
会
に
は
七
十
名
ほ
ど
が
参
加

し
、
住
吉
教
授
か
ら
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
事
情
、
環
境
問
題
も
含
め
た
原
子

力
発
電
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
資
源
に
は
限
り

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
内
の
原
子
力

発
電
の
状
況
及
び
使
用
済
み
核
燃
料

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
国
内
再
処
理
『
プ

ル
サ
ー
マ
ル
利
用
』
の
概
要
に
つ
い

て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

気
に
な
る
放
射
線
に
つ
い
て
は
、

今
現
在
も
生
活
す
る
中
で
放
射
線
は

常
に
浴
び
て
お
り
、
問
題
は
そ
の
量
。

大
量
に
浴
び
て
し
ま
う
と
体
の
中
で

処
理
し
き
れ
な
く
な
り
、
癌
な
ど
が

発
生
し
や
す
く
な
っ
て
し
ま
う
。
会

場
で
は
、
実
際
に
ガ
イ
ガ
ー
カ
ウ
ン

タ
ー
を
使
っ
て
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
ホ
ッ

ケ
な
ど
（
い
ず
れ
も
水
分
を
抜

き
粉
と
し
た
も
の
）
を
計
っ
て
み
た

と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
反
応
し
、
カ
ウ
ン

タ
ー
の
メ
モ
リ
が
放
射
線
の
数
値
を

示
す
実
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
参
加
者
全
員
に
エ
コ
バ

ッ
ク
が
配
布
さ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

こ
と
を
考
え
る
よ
い
機
会
が
与
え
ら

れ
ま
し
た
。 

  

北
海
道
最
低
賃
金 

  

北
海
道
内
で
事
業
を
営
む
使
用
者

及
び
そ
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の
労

働
者
（
臨
時
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、

ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
）
に
適
用
さ

れ
る
北
海
道
（
地
域
別
）
最
低
賃
金

が
次
の
通
り
改
正
さ
れ
ま
す
。 

 

最
低
賃
金 

時
間
額 

六
百
六
十
七
円 

（
効
力
発
生 

十
月
十
九
日
） 

◆
最
低
賃
金
に
は
、
皆
勤
手
当
、
通
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勤
手
当
、
家
族
手
当
、
臨
時
に
支
払

わ
れ
る
賃
金
、
時
間
外
等
割
増
賃
金

は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。 

◆
特
定
の
産
業
（
「
乳
製
品
、
糖
類
製

造
業
」
、
「
鉄
鋼
業
」
、
「
電
気
機
械
器

具
製
造
業
、
情
報
通
信
機
器
器
具
製

造
業
、
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
製
造

業
」
、
「
船
舶
製
造
・
修
理
業
、
船
体

ブ
ロ
ッ
ク
製
造
業
」
、
「
舟
艇
製
造
・

修
理
業
」
）
で
働
く
者
に
は
北
海
道
の

産
業
別
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。 

    

特
別
事
業(

ヤ
マ
だ
べ
さ
弁

当
を
復
活
さ
せ
る
会)

着
々
と

進
む
！ 

商
工
会
青
年
部 

 

青
年
部(

部
長 

望
月
章)

で
は
、
日

高
町
の
特
産
品
と
し
て
開
発
及
び
道

の
駅
に
て
販
売
さ
れ
て
い
る
『
ヤ
マ

だ
べ
さ
弁
当
』
の
販
路
拡
大
並
び
に

Ｐ
Ｒ
事
業
推
進
の
為
に
、
部
員
に
よ

る
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
、
調
査
研
究

活
動
を
鋭
意
進
め
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
に
、
打
合
せ
会
議
並
び

に
改
良
版(

や
ま
べ
の
に
ぎ
り)

を
作

製
し
、
ス
タ
ッ
フ
等
に
よ
る
試
食
会

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
八

月
に
開
催
さ
れ
た
夏
祭
り
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
子
供
盆
踊
り
会
場
に
て
、
来
場

者
へ
や
ま
べ
の
Ｐ
Ｒ
等
を
行
な
い
ま

し
た
。 

 

そ
し
て
、
富
川
高
等
学
校
三
年
生

課
題
授
業
と
し
て
実
施
し
た
、
や
ま

べ
を
材
料
と
し
た
『
弁
当
コ
ン
ペ
』

に
材
料
提
供
、
審
査
員
と
し
て
の
協

力
を
行
な
い
ま
し
た
。 

な
お
、
更
な
る
販
路
拡
大
・
Ｐ
Ｒ

と
し
て
、
札
幌
市
で
七
月
に
開
催
さ

れ
た
道
主
催
の
『
売
れ
る
加
工
食
品

開
発
支
援
事
業
ア
ド
バ
イ
ス
会
』
に
、

改
良
版(

や
ま
べ
の
に
ぎ
り)

を
参
加

出
品
し
、
食
品
表
示
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・

販
売
価
格
に
つ
い
て
専
門
家
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
じ

く
、
十
月
に
道
主
催
の
『
売
れ
る
加

工
食
品
開
発
支
援
事
業
試
食
評
価

会
』
に
も
参
加
出
品
し
、
二
十
代
〜

六
十
代
ま
で
の
男
女
計
約
百
四
十
名

強
の
モ
ニ
タ
ー
か
ら
食
味
、
食
感
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
、
価
格
、

独
創
性
、
購
買
意
欲
の
項
目
に
つ
い

て
、
評
価
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 
 

こ
の
、
道
主
催
の
『
売
れ
る
加
工

食
品
開
発
支
援
事
業
』
に
参
加
出
品

し
て
、
様
々
な
専
門
家
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
い
た
内
容
に
関
し
て
は
、 

こ
れ
か
ら
の
販
路
拡
大
並
び
に
Ｐ
Ｒ 

を
行
な
う
上
で
の
糧
と
な
り
ま
し
た
。 

  

 

頭
の
下
が
る
人
生
を
（
講
演
会
） 

秋
の
絵
手
紙
作
成 

 

管
内
商
工
会
女
性
部
研
修
会  

 

平
成
二
十
年
度
「
日
高
管
内
商
工

会
女
性
部
員
研
修
会
」
が
、
当
女
性

部
の
主
幹
に
て
、
十
月
十
七
日
（
金
）

に
日
高
町
商
工
会
（
本
所
）
二
階
研

修
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
日
高
管
内
の
各
商
工
会

女
性
部
よ
り
計
三
十
一
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

午
前
中
は
、
富
川
湖
龍
山
西
光
寺
、

住
職
豊
田
靖
史
氏
を
招
き
、『
頭
の
下

が
る
人
生
を
！
』
を
テ
ー
マ
に
、
豊

田
氏
の
体
験
談
等
を
交
え
て
大
変
為

に
な
る
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 

午
後
か
ら
は
、
富
川
絵
手
紙
サ
ー

ク
ル
会
長
西
藤
満
里
子
氏
と
メ
ン
バ

ー
の
方
一
名
を
招
き
、
絵
手
紙
の
基

本
の
書
き
方
か
ら
指
導
し
て
い
た
だ
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き
ま
し
た
。 

秋
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
『
か

き
・
ピ
ー
マ
ン
・
ほ
う
づ
き
』
の
計

三
点
の
作
品
を
各
自
作
成
い
た
し
ま

し
た
。 

 

両
研
修
と
も
大
変
好
評
に
終
了
い

た
し
ま
し
た
。 

  

政
管
健
保
は
「
協
会
け
ん
ぽ
」 

 

十
月
か
ら
、
政
管
健
保
は
「
協
会

け
ん
ぽ
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。 

 

政
府
管
掌
健
康
保
険
は
、
こ
れ
ま

で
国
（
社
会
保
険
庁
）
で
運
営
し
て

い
ま
し
た
が
、
本
年
十
月
に
新
た
に

全
国
健
康
保
険
協
会
が
設
立
さ
れ
、

現
在
、
協
会
が
運
営
し
て
い
ま
す
。 

 

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
は
十

月
以
降
も
切
替
が
終
了
す
る
ま
で
引

き
続
き
有
効
で
あ
り
、
保
険
給
付
の

内
容
に
変
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
国

健
康
保
険
協
会
北
海
道
支
部
の
所
在

地
・
連
絡
先
は
次
の
通
り
で
す
。 

〒060-8524 

札
幌
市
北
区
七
条
西
四
‐
三-

一 

新
北
海
道
ビ
ル 

全
国
健
康
保
険
協
会
北
海
道
支
部 

℡ 

〇
一
一-

七
二
六-
〇
三
五
二 

 

協
会
け
ん
ぽ
Ｑ
＆
Ａ 

Ｑ
一

被
保
険
者
証
は
ど
う
な
る

の
？ 

 

こ
れ
ま
で
政
府
管
掌
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
順
次
、
新

た
な
被
保
険
者
証
へ
の
切
替
え
が
行

わ
れ
ま
す
が
、
切
替
え
が
完
了
す
る

ま
で
現
在
の
被
保
険
者
証
は
引
き
続

き
医
療
機
関
等
で
使
用
で
き
ま
す
。

な
お
、
十
月
一
日
以
降
加
入
さ
れ
た

方
に
は
、
新
た
な
被
保
険
者
証
が
発

行
さ
れ
ま
す
。 

Ｑ
二
保
険
給
付
の
内
容
は
ど
う
な

る
の
？ 
 

医
療
機
関
の
窓
口
で
の
自
己
負
担

の
割
合
や
高
額
な
医
療
費
の
場
合
の

負
担
の
限
度
額
、
傷
病
手
当
金
な
ど

の
現
金
給
付
の
額
や
支
給
要
件
な
ど
、

健
康
保
険
の
給
付
の
内
容
は
、
こ
れ

ま
で
と
変
り
ま
せ
ん
。 

Ｑ
三
保
険
料
は
ど
う
な
る
の
？ 

 

本
年
十
月
の
協
会
設
立
時
の
健
康

保
険
の
保
険
料
率
は
、
九
月
三
十
日

ま
で
の
政
府
管
掌
健
康
保
険
の
保
険

料
率
（
八
．
二
％
）
が
適
用
さ
れ
ま

す
。 

Ｑ
四
健
康
保
険
の
給
付
等
の
申
請

窓
口
や
保
険
料
の
納
付
先
は
ど
う
な

る
の
？ 

 

健
康
保
険
へ
の
加
入
や
保
険
料
の

納
付
の
手
続
き
は
、
従
来
と
同
様
、

最
寄
の
社
会
保
険
事
務
所
（
社

会
保
険
庁
）
に
お
い
て
、
お
勤
め
の

会
社
（
事
業
所
）
を
通
じ
て
行
い
ま

す
。 

 

傷
病
手
当
金
等
の
健
康
保
険
の
給

付
や
任
意
継
続
等
に
関
す
る
申
請
の

受
付
や
相
談
は
、
協
会
の
核
都
道
府

県
支
部
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、
円
滑

な
移
行
を
図
る
た
め
、
当
面
、
協
会

の
職
員
の
巡
回
等
に
よ
り
、
社
会
保

険
事
務
所
に
申
請
の
受
付
等
の
窓
口

を
開
設
し
ま
す
。
な
お
、
県
子
保
険

の
申
請
や
届
出
は
、
来
所
し
て
い
た

だ
か
な
く
と
も
、
郵
送
で
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

  

預
金
保
険
制
度 

 

北
海
道
財
務
局 

  

預
金
保
険
制
度
と
は
、
万
が
一
金

融
機
関
が
破
綻
し
た
場
合
に
、
預
金

者
等
の
預
金
等
の
う
ち
一
定
の
も
の

を
保
護
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
制
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度
で
す
。 

 
お
持
ち
の
預
金
等
の
種
類
に
よ
っ

て
は
、
保
護
さ
れ
る
金
額
が
異
な
り

ま
す
。
原
則
、
決
済
用
預
金
（
当
座

預
金
、
利
息
の
付
か
な
い
普
通
預
金
）

に
つ
い
て
は
、
残
高
に
係
ら
ず
全
額

保
護
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
般
預
金

等
（
利
息
の
付
く
普
通
預
金
・
定
期

預
金
・
定
期
積
金
・
納
税
準
備
金
・

通
知
預
金
等
）
に
つ
い
て
は
、
預
金

者
一
人
当
た
り
、
一
金
融
機
関
ご
と

に
合
算
さ
れ
、
元
本
一
千
万
円
ま
で

と
そ
の
利
息
等
が
保
護
さ
れ
ま
す
。 

 

家
族
名
義
の
預
金
は
、
家
族
で
あ

っ
て
も
、
夫
婦
や
親
子
は
、
そ
れ
ぞ

れ
別
の
法
的
主
体
で
あ
る
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
別
に
「
名
寄
せ
」
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
家
族
の
名
義
を
借
り
た
に

過
ぎ
な
い
預
金
は
、
借
名
預
金
と
な

り
保
護
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
個
人
で
事
業
を

営
ん
で
い
る
方
の
場
合
、
個
人
事
業

用
の
預
金
は
、
個
人
名
義
の
預
金
等

と
合
算
さ
れ
る
た
め
、
注
意
が
必
要

で
す
。 

 

現
在
対
象
と
な
る
金
融
機
関
は
次

の
通
り
で
す
。 

銀
行
（
日
本
国
内
に
本
店
が
あ
る

も
の
）
・
信
用
金
庫
・
信
金
中
央
金

庫
・
信
用
組
合
・
全
国
信
用
協
同
組

合
連
合
会
・
労
働
金
庫
・
労
働
金
庫

連
合
会
・
㈱
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
㈱
商

工
組
合
中
央
金
庫
（
十
月
よ
り
特
殊

会
社
化
に
伴
い
対
象
） 

  
中
小
企
業
年
末
金
融 

  

北
海
道
で
は
、
平
成
二
十
年
度
の

中
小
企
業
年
末
金
融
を
斡
旋
し
て
い

ま
す
。
融
資
対
象
者
は
、
原
則
道
内

に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
者
と

し
、
遊
興
娯
楽
等
の
一
部
の
業
種
は

除
か
れ
ま
す
。 

 

融
資
条
件 

一
、
融
資
金
額 

三
千
万
円
以
内 

二
、
資
金
使
途 

運
転
資
金 

三
、
融
資
期
間 

一
年
間 

四
、
融
資
利
率 

各
取
扱
金
融
機
関

の
利
率
に
よ
る 

 

信
用
保
証 

一
、
す
べ
て
北
海
道
信
用
保
証
協
会

の
保
証
付
と
す
る 

二
、
信
用
保
証
率
は
、
経
営
状
況
に

応
じ
年
０.

四
％
か
ら
一.

七
一
％ 
 

取
扱
期
間 

十
一
月
四
日
〜
十
二
月
二
十
六
日 

  

e-Tax 

と
は 

  
e-Tax

（
国
税
電
子
申
告
・
納
税

シ
ス
テ
ム
）
と
は
、
あ
ら
か
じ
め
開

始
届
を
提
出
し
、
登
録
を
し
て
お
け

ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
国
税
に
関

す
る
申
告
や
納
税
、
申
請
・
届
出
な

ど
の
手
続
き
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。 

 

利
用
で
き
る
手
続
き 

◆
申
告 

 

所
得
税
、
法
人
税
、
消
費
税
の
申

告
は
も
ち
ろ
ん
、
酒
税
や
印
紙

税
の
申
告
も
で
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
作
成
し
た
申
告
用
デ
ー
タ
を

e-Tax

へ
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

◆
納
税 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
や

Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ど
を
利
用
し
て
、
す
べ
て

の
税
目
の
納
税
が
で
き
ま
す
。 

◆
申
請
・
届
出
等 

 

青
色
申
告
の
承
認
申
請
、
納
税
地

の
異
動
届
、
電
子
納
税
証
明
書
の
交

付
請
求
な
ど
、
税
務
に
関
す
る
申

請
・
届
出
な
ど
の
提
出
が
で
き
ま
す
。 

 
    


